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要 旨 

概 要 

沼津市芹沢光治良記念館 市民ギャラリー 

「気になるもの。菊地治彦写真展」を開催します 

お問い合わせ先 

 沼津市芹沢光治良記念館の２階市民ギャラリーにおいて、写真展及び展示開催記念コ

ンサートが開催されます。 

 

 

沼津市役所 産業振興部 文化政策課 沼津市芹沢光治良記念館 

直通：０５５－９３２－０２５５（月曜・祝日の翌日は休館） 

 

 

１ 展示「気になるもの。菊地治彦写真展」 

（１）日 時 令和８年 10月３日（土）～令和８年 10月 25日（日） 

９時 00分～16時 30分（入館は 16時まで） 

（２）場 所 沼津市芹沢光治良記念館２階市民ギャラリー（沼津市我
が

入
にゅう

道
どう

蔓
まん

陀
だ

ヶ
が

原
はら

517-1） 

（３）観覧料 無料（ただし、別途入館料（高校生以上 100円）は必要） 

（４）休館日 毎週月曜（10月 12日を除く）、10月 13日（火） 

 

２ 写真展ジョイントコンサート 

（１）日 時 令和８年 10月 10日（土）14時～ 

（２）参加費 無料（ただし、別途入館料は必要） 

（３）申 込 不要 

（４）奏者等 加藤和子さん(ソプラノ) 

本郷美津子さん(ピアノ) 

 

３ 内 容 

  「古語」のうち形容詞をテーマとした写真作品 24点 

が展示されます。 

展示予定作品の一例 



 



「古語を写真に」 
 

菊地治彦 

 

「古語を写真に」は、今回で１１回目となるこの写真展において、２回

目の試みである。そこで前回とは異なり、今回は同じ「古語を写真に」で

も多少の変更を加え、「形容詞縛り」としてみた。 

 

「形容詞」という品詞は、自分の思っていることを表現するためには欠

くことの出来ない、「どんなだ？」という「物事の性質」、または「心情・感

性」などを表す語である。 

すなわち、写真を媒体としてワタシの思っていることを端的に表現する

のには、極めてふさわしい品詞なのである。 

 

はたしてワタシの思いは、十分に伝えることが出来たのであろうか？ 


